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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
【表２】

　次に、本発明の好ましい態様を示す。
１　ａ）４，４’ジアミノジフェニルスルホン、３，３’ジアミノジフェニルスルホン、
およびそれらの混合物からなる群から選択されるアミンモノマーから誘導されたポリマー
またはコポリマーを含有するフロックであって、２～２５ｍｍの長さを有するフロックと
；　ｂ）非粒状の、繊維状またはフィルム様ポリマーフィブリドであって、メタフェニレ
ンジアミンから誘導されたポリマーまたはコポリマーを含有し、０．１～１ｍｍの平均最



(2) JP 2011-508106 A5 2012.2.16

大寸法、５：１～１０：１の最大寸法対最小寸法の比、および２μｍ以下の厚さを有する
フィブリドと
を含む、電気絶縁に有用な紙。
２　前記紙中のフィブリド対フロックの重量比が９５：５～３：９７である上記１に記載
の紙。
３　前記紙中のフィブリド対フロックの重量比が６０：４０～１０：９０である上記２に
記載の紙。
４　フィブリドがポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）から製造される上記１に記載
の紙。
５　前記ポリ（メタフェニレンイソフタルアミド）フィブリドが前記紙中のフィブリドの
総量の５０～８０重量パーセントである上記４に記載の紙。
６　４，４’ジアミノジフェニルスルホン、３，３’ジアミノジフェニルスルホン、およ
びそれらの混合物からなる群から選択されるアミンモノマーから誘導されたポリマーまた
はコポリマーを含むフィブリドをさらに含む上記１に記載の紙。
７　前記紙中のフィブリドの総量が４，４’ジアミノジフェニルスルホン、３，３’ジア
ミノジフェニルスルホン、およびそれらの混合物からなる群から選択されるアミンモノマ
ーから誘導されたポリマーまたはコポリマーから製造された８０～２０重量パーセントの
フィブリドを含む上記６に記載の紙。
８　ｃ）パラ－アラミド、メタ－アラミド、カーボン、ガラス、ポリエチレンテレフタレ
ート、ポリエチレンナフタレート、液晶ポリエステル、ポリフェニレンスルフィド、ポリ
エーテル－ケトン－ケトン、ポリエーテル－エーテル－ケトン、ポリオキサジアゾール、
ポリベンザゾール、およびそれらの混合物の群から選択されるフロックであって、２～２
５ｍｍの長さを有するフロック
をさらに含む上記１に記載の紙。
９　上記１に記載の紙でラップされたワイヤーまたは導体。
１０　上記１に記載の紙を含むラミネート構造体または電気デバイス。
１１　上記１に記載の紙を含むハニカム構造体。
１２　ａ）フロックおよびフィブリドの総重量を基準として、４，４’ジアミノジフェニ
ルスルホン、３，３’ジアミノジフェニルスルホン、およびそれらの混合物からなる群か
ら選択されるアミンモノマーから誘導されたポリマーまたはコポリマーを含有する９７～
５重量部のフロックと；３～９５重量部のポリマーフィブリドであって、メタフェニレン
ジアミンから誘導されたポリマーまたはコポリマーを含有するフィブリドとの水性分散系
を形成する工程と；
　ｂ）前記分散系をブレンドしてスラリーを形成する工程と、
　ｃ）水性液体を前記スラリーから排水して湿潤紙組成物をもたらす工程と、
　ｄ）前記湿潤紙組成物を乾燥させて形成紙を製造する工程と
を含む電気絶縁に有用な紙の製造方法。
１３　水がスクリーンまたはワイヤーベルトによって前記スラリーから排水される上記１
２に記載の方法。
１４　前記形成紙を熱および圧力でカレンダー加工する工程をさらに含む上記１２に記載
の方法。
１５　前記紙中のフィブリド対フロックの重量比が６０：４０～１０：９０である上記１
２に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　ａ）４，４’ジアミノジフェニルスルホン、３，３’ジアミノジフェニルスルホン、お
よびそれらの混合物からなる群から選択されるアミンモノマーから誘導されたポリマーま
たはコポリマーを含有するフロックであって、２～２５ｍｍの長さを有するフロックと；
　ｂ）非粒状の、繊維状またはフィルム様ポリマーフィブリドであって、メタフェニレン
ジアミンから誘導されたポリマーまたはコポリマーを含有し、０．１～１ｍｍの平均最大
寸法、５：１～１０：１の最大寸法対最小寸法の比、および２μｍ以下の厚さを有するフ
ィブリドと
を含む、電気絶縁に有用な紙。
【請求項２】
　請求項１に記載の紙でラップされたワイヤーまたは導体。
【請求項３】
　請求項１に記載の紙を含むラミネート構造体または電気デバイス。
【請求項４】
　請求項１に記載の紙を含むハニカム構造体。
【請求項５】
　ａ）フロックおよびフィブリドの総重量を基準として、４，４’ジアミノジフェニルス
ルホン、３，３’ジアミノジフェニルスルホン、およびそれらの混合物からなる群から選
択されるアミンモノマーから誘導されたポリマーまたはコポリマーを含有する９７～５重
量部のフロックと；３～９５重量部のポリマーフィブリドであって、メタフェニレンジア
ミンから誘導されたポリマーまたはコポリマーを含有するフィブリドとの水性分散系を形
成する工程と；
　ｂ）前記分散系をブレンドしてスラリーを形成する工程と、
　ｃ）水性液体を前記スラリーから排水して湿潤紙組成物をもたらす工程と、
　ｄ）前記湿潤紙組成物を乾燥させて形成紙を製造する工程と
を含む電気絶縁に有用な紙の製造方法。
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